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1. はじめに 

 近未来に発生が懸念されている南海トラフ巨大地震の震

源域では，強震動の作用のみならず，本震発生数分後に巨

大津波の来襲が予想 1)されていることから，著者らによっ

て，津波避難余裕時間に基づいた津波避難困難区域(津波

到達までに高台等の安全な場所に避難することが困難な区

域)の抽出手法の提案 2)が行われている． 

本稿では，南海トラフ巨大地震による津波来襲予想時間

と同程度の時間により津波の早期来襲が報告されている

1993 年北海道南西沖地震によって甚大な被害を受けた奥

尻島青苗地区(図-1 参照)を対象フィールドとして，避難

余裕時間に基づく手法を用いて津波避難困難区域を抽出し

た．そして，得られた結果と人的被害の実績を比較するこ

とで，地域特性を考慮した津波避難困難区域の抽出手法 2)

の適用性について確認を行った． 

2. 強震動作用中の避難困難時間 

 著者ほか 3)は，1993 年北海道南西沖地震における青苗

地区での地震動を推定し，代表地点である K-NET 青苗(図

-2 参照)での強震動作用中の避難困難時間が約 2 分程度

(118.9 秒)であったと評価している．これに関して，図-3

に示すとおり，現地調査によって得られた常時微動 H/V

スペクトルの特性が K-NET 青苗と P-1～P-6 に関して，避

難困難時間の算定に比較的大きな影響を及ぼす地震動の周

波数帯域(0.3～2Hz)4)において概ね類似していることが読

み取れる．よって，図-2 に示すとおり，K-NET 青苗で得

られた強震動作用中の避難困難時間(118.9 秒)を青苗地区

における津波来襲地域全体に転用することとした． 

3. 強震動作用後の指定避難所までの所要時間 

 青苗地区の津波来襲地域(本震時より既に存在していた

主要道路上)から周辺の高台などの避難場所(本震後に新た

に設置されたものを除く)までの歩行時間(避難所要時間)

に関する計測実験 5)を行った(図-4 の枠内写真参照)．その

際，本震時に来襲した津波高に対して十分な余裕高を有し

ている 5 か所(図-4 参照)を避難場所として選定した(以後

選定避難場所と呼ぶ)．歩行計測実験を行う際の仮定の一

つとして，歩行開始地点から最も近い(選定した 5 か所の

避難所までの歩行時間が最も短くなる)選定避難所までの

所要時間をそれぞれ計測した．図-4 に避難所要時間の分

布を示す．図-4 に示すとおり，青苗地区の津波来襲地域

において避難所要時間の分布に有意な差異が確認できる． 

4. 津波避難困難区域の抽出・評価 

 図-5 は，青苗地区の津波来襲予想地域における避難余

裕時間の分布である．ここに，避難余裕時間は，本震発生

後の津波来襲推定時間(図-6 参照)6)から強震動作用中の避

難困難時間(図-2 参照)と強震動作用後の避難所要時間(図-

4 参照)を差し引くことによって算定した．図-5 に示すよ

うに，青苗地区における津波来襲地域での避難余裕時間の

分布は一様ではなく，津波避難パフォーマンスに有意な差

異があることが確認できる． 

 図-7 は，青苗地区の津波来襲地域における人的被害の

実績に関する分布である．図-7 に示すように，人的被害

が集中的に発生している区域は，上述した避難余裕時間が

比較的小さな値(負の値)を示している区域(図-5 参照)と

概ね類似していることが読み取れる．この類似性は，著者

らが提案している地域特性を考慮した避難余裕時間に基づ

く津波避難困難区域の抽出手法 2)が一定の適用性を有して

いることを示唆するものである． 

5. まとめ 

 今後は，本稿で得られた知見に基づいて，南海トラフ巨

大地震などの近未来にその発生が懸念されている大規模海

溝型地震による地域特性を考慮した津波避難困難区域の抽

出・評価を行っていきたいと考えている． 
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図-1  1993 年北海道南西沖地震による奥尻島の強震動評価 
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図 -2  常時微動計測地点の分布，および避難困難時間の分布  図 -3  青苗地区内での常時微動 H/V スペクトルの比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -4  歩行実験に基づく避難所要時間の分布           図 -5  津波来襲地域における避難困難区域の抽出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -6  津波来襲地域での津波来襲時間の分布              図 -7  津波来襲地域での人的被害の実績分布 

0.1 1 10
0.1

1

10

P-1～P-6

K-NET Aonae

M
ic

ro
tr

em
o

r 
H

/V
 S

p
ec

tr
a

Frequency (Hz)
0 500 m

N

100〜150 [秒]

150〜200 [秒]

200〜250 [秒]

250〜300 [秒]

300〜350 [秒]

350〜000 [秒]

050〜100 [秒]

00〜050 [秒]

P-1～P-6

K-NET青苗 常時微動計測状況

0 500 m

N

100〜150 [秒]

150〜200 [秒]

200〜250 [秒]

250〜300 [秒]

300〜350 [秒]

350〜000 [秒]

050〜100 [秒]

00〜050 [秒]

選定避難場所

歩行計測実験状況 0 500 m

ー000〜－200 [秒]

ー200〜－100 [秒]

ー100〜－000 [秒]

－000〜－100 [秒]

－100〜－200 [秒]

－200〜－200 [秒]

選 定 避 難 場 所

N

0 500 m

N

360〜390 [秒]

390〜420 [秒]

420〜450 [秒]

450〜480 [秒]

480〜510 [秒]

510〜000 [秒]

330〜360 [秒]

00〜330 [秒]

0 500 m

N
人的被害なし

人的被害あり

選定避難場所

平成28年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅲ- 20


